
千年王国論 

 

序論 

創世記 1:28「神は彼らを祝福して言われた、『生めよ、ふえよ、地に満ちよ、地を従わせ

よ、、、』」 

人類の歴史は、失ったエデンの園、すなわち神様が人間に与えて下さった三大祝福の世界

を回復していく過程である。 

ヨハネの黙示録 20:4-6「、、、彼ら（偶像を拝まず、迫害に屈せず殉教した人たち）は生き

返って、キリストと共に千年の間、支配した。これが第 1の復活である。、、、」 

ヨハネの黙示録 20:4-6を見ると、イエス様が再臨されてから理想世界を成し、1000年間生

きるというキリスト教最大の希望的な内容がある。ここで言う理想世界というのが、果た

して何なのかよく見てみることにしよう。 

 

本論 

1．旧約時代の人々から見た理想世界 

イザヤ書 11:1-10「、、、狼は子羊と共に宿り、、、」 

イザヤ書 43:19-21（野獣が神をあがめる） 

イザヤ書 51:3（荒野がエデンに） 

イザヤ書 65:16-25（狼と子羊はともにくらい、、） 

イザヤ書 66:22（新しい天と新しい地にあなたの子孫は長くとどまる） 

エゼキエル書 36:34-35（荒野の回復） 

 このように特にイザヤ書 11章の内容を旧約の人々は文字通りに信じてきた。つまり、漠

然と、物質的に豊かな世界が来ることを期待して、動物天国的概念から脱することができ

なかった。 

 けれども、もうすでに比喩論で学んだように、これはあらゆる動物たちが共に仲良く暮

らす世界が来ることを言っているのではない。創世記 49章の比喩のように、それぞれ異な

った個性を持つ人々、すなわちイスラエルの１２支派が調和をなして、心が一つになる世

界を意味するのである。一旦、宗教的に一つになるならば、どんな社会であれ、一つに合

体することは、それほど困難ではないはずである。 

 

２．新しい天と新しい地について、聖書に則った理解 

マタイによる福音書 5:3「心の貧しい人たちは幸いである。天国は彼らのものである」 

ルカによる福音書 11:20「、、神の国はすでにあなたがたのところに来た」 

ルカによる福音書 17:20-21「、、、神の国は、実にあなたがたのただ中にあるのだ」 

ペテロの第 2の手紙 3:13「、、新しい天と新しい地とを待ち望んでいる」 



ヨハネの黙示録 20:6「この第 1の復活に与るものは、、、千年の間、支配する」 

※この御言葉を文字通り信じて、再臨主が来ると 1000 年間、誰も死なないと思っている。

しかしイエス様の時と同様、老いるし、死ぬし、全く変わらないのだ。 

ヨハネの黙示録 21:1「私はまた新しい天と新しい地とを見た。先の天と地は消え去り、海

もなくなってしまった」 

※旧約 4000年間をこのような固定観念で覆われて、自分の考えでのみ判断したユダヤ人た

ちは、イエス様が来られて天国の福音を宣布されたときも、それを純粋に受け入れること

ができなかった。マタイによる福音書 5:3の御言葉のように、実に天の真理は心霊が貧しく

て、空の器を準備した人々にのみ注ぎ入れることができるということである。そしてイエ

ス様がおっしゃった天国も、夕立が降り注ぐように一度でなされるのではなく、進めば進

むほど熟していく性質のものである。 

 

結論 

 千年王国というのは、新約 2000年間、多くの世代が新しく生まれ、また死ぬことを繰り

返してきたように、世代が交代し続けながら成されている世界である。すなわち、この地

上に到来する「新しい天と新しい地」はより霊的な意味で、からし種にたとえることがで

きるということである。イエス様の時代、ペテロをはじめとする弟子たちが次第に心の天

国を成していったように、新しい天と新しい地は、まず自分の内面そのものが肯定的に変

わるときに可能となるのだ。そのように個人的に始まった変化が家庭、民族、世界へと拡

大され、イザヤ書 11:9のようになるときに、ようやく天国が成されるのである。 

イザヤ書 11:9「、、主を知る知識が地に満ちる」 

マタイによる福音書 16:19「、、地上でつなぐことは、天でもつながれ、、、地上で解くこと

は天でも解かれる」 

私たちがこのマタイによる福音書 16:19 の御言葉をすぐに理解するならば、この地球村

の上に天国がなされない限り、天上天国も無意味になるということが分かるだろう。 

 真の理想世界（ユートピア）は何だろうか。 

 イエス様の時代では、ひたすら心情的な天国（心の天国）だけを成したに過ぎない。こ

れから再臨主が治めていく成約時代には、人類史を否定的に作ってしまった、あらゆる要

因がなくなり、神様と人間、人間と人間の間で心情一体がなされ、宗教と科学が一つにな

り、万物が回復される世界が成されるから、それがすなわち人間の願っていた実体天国で

あり、ユートピアなのだ。 


